
様式第３号の５ 

 

 

 

申 出 事 項 

（該当する番号を○で囲む） 

１．第２条第２項 

（特定住宅災害貸付け 

の元金の猶予） 

２．第 ４ 条 

（特定の既住宅災害貸付け等 

の元金の猶予） 

３．第 ３ 条 

（特定の既住宅災害貸付け等 

の利率の低減） 

貸 付 種 別 

（該当する貸付けを○で囲む）  
特例住宅災害貸付け 

（特例の既住宅貸付け等） 

住 宅 貸 付 け 

住宅災害貸付け 

（特例の既住宅貸付け等） 

住 宅 貸 付 け 

住宅災害貸付け 

猶 予 等 の 期 間 

（（）内の年月を記入する）  

 

償還開始月から 36月の 

範囲内で希望する期間 

 

平成  年  月から 

平成  年  月まで 

 

申出日の属する月の翌月 

から 36月の範囲内で希望 

する期間 

平成  年  月から 

平成  年  月まで 

 

申出日の属する月の翌月 

から償還の終了する月までの 

期間 

平成 ３０年  ９月から 

備        考 

（申出の期間に係る利率） 

年０.７８％ 

（貸付保険料充当金率 

（年０.０６％）を含む。） 

【平成 19年４月以降貸付け】 

住宅貸付け 年１.０６％※ 

住宅災害貸付け 年０.９９％※ 

【平成 19年４月以降貸付け】 

住宅貸付け 年１.０６％※ 

住宅災害貸付け 年０.９９％※ 

【平成 19年 3月以前貸付け】 

住宅貸付け 年１.００％※ 

住宅災害貸付け 年０.９３％※ 

【平成 19年 3月以前貸付け】 

住宅貸付け 年１.００％※ 

住宅災害貸付け 年０.９３％※ 

 

※ 基準利率に応じて変動するので，表示の率は当該利率が 1.0％以下の場合における利率を表示して 

いる。 

※ 特定の既住宅貸付け等で平成 19年４月１日以降の貸付け（借替えを含む。）であるものについて 

は，貸付利率は，貸付金保険料充当金率として年 0.06％を含む。 

 

 

「特定激甚災害による住宅災害貸付けに係る貸付金の利率等の特例に関する規程」に基づき， 

り災証明書を添えて上記のとおり申し出ます。 

 

公立学校共済組合広島支部長 様 

 

平成 30 年 8月 10 日 

 

 

所属所名                  TEL           

現 住 所                  TEL           

職  名                                  

氏  名                   印           

申出者 

特定住宅災害貸付け及び特定の既住宅貸付け等 

に係る償還猶予等申出書（猶予等申出書） 

（H30.8） §18-045-1 

 

記入例 

○○高等学校             （082）123-XXXX 

広島市中区○○町×番×号       （082）XXX-9876 

公 立 教 子         
公
立 

教   諭         

猶予期間は本申出書を支部が受理した月

の翌月からとなります。 


